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当
時
の
人
々
は

そ
の
当
時
、
拳
銃
を
使
用
し
た
犯
罪

は
全
国
的
に
ま
れ
な
も
の
だ
っ
た
そ
う

で
、大
事
件
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
し
た
。

小
西
巡
査
は
「
勇
敢
な
行
動
は
警
察

官
の
亀き

鑑か
ん

で
あ
り
、
人
心
に
及
ぼ
す
影

響
小
な
ら
ず
」
と
し
て
、
巡
査
部
長
に

昇
任
。
内
務
省
（
第
２
次
大
戦
前
の
中

央
官
庁
）
か
ら
功
労
記
章
が
授
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
映
画
製
作
を
行
う
日
本
活
動

冩し
ゃ

眞し
ん

株
式
會が
い

社し
ゃ

（
当
時
）
に
も
こ
の
事

件
は
取
り
上
げ
ら
れ
、
映
画
化
。
和
歌

山
県
内
各
地
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

故
小
西
巡
査
部
長
の
殉
職
碑
は
、
大

正
12
（
１
９
２
３
）
年
５
月
10
日
、
二

川
地
区
の
地
元
有
志
に
よ
り
建
立
。
さ

ら
に
、
殉
職
か
ら
３
年
後
の
大
正
14

（
１
９
２
５
）
年
８
月
16
日
に
は
、
地
方

の
有
志
、
青
年
会
な
ど
の
寄
付
に
よ
っ

て
楠
本
地
区
に
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

語
り
継
が
れ
る
思
い

小
西
巡
査
部
長
の
殉
職
は
、
和
歌
山

県
警
察
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
、
そ
し
て
、
職
務
質
問
や
容
疑
者

同
行
の
際
の
教
訓
を
残
し
た
事
件
で
し

た
。
現
在
、
湯
浅
警
察
署
で
は
、
湯
浅

署
管
内
に
着
任
し
た
新
人
警
察
署
員
に

対
し
、署
長
自
ら
殉
職
碑
ま
で
案
内
し
、

こ
の
事
件
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。

小
西
巡
査
部
長
の
写
真
は
、
湯
浅
警
察

署
３
階
会
議
室
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
話
人
12
人
・
会
員
約
50
人

か
ら
な
る
「
故 

小
西
巡
査
部
長 

顕
彰

会
」
で
も
彼
の
勇
気
と
行
動
を
語
り
継

ぎ
た
い
と
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
誰
か
が
語
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
、
小
西
巡
査
部
長
の
偉
業
も
、
先
人

の
思
い
の
詰
ま
っ
た
石
碑
も
、
忘
れ
去

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危

機
感
を
抱
き
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
世

話
人
代
表
で
あ
り
、
顕
彰
会
発
起
人
の
一

人
で
も
あ
る
坂
口
綠み
ど
りさ
ん
。
昨
年
末
か
ら

定
期
的
に
、
石
碑
の
清
掃
と
献
花
を
し
て

い
る
そ
う
で
、
小
西
巡
査
部
長
の
命
日
で

あ
る
８
月
16
日
（
木
）
に
は
、
慰
霊
碑
へ

の
奉
拝
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
口
さ
ん
は
小
西
巡
査
部
長
に
つ
い

て
、「
当
時
は
通
信
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

応
援
を
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
村
民
の
命

が
第
一
だ
、
と
考
え
て
行
動
し
た
の
だ
と

思
う
」「
私
は
、
彼
の
魂
が
私
た
ち
の
こ

と
を
、
今
で
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
殉
職
碑

の
前
を
通
る
際
に
は
、
思
い
出
し
て
欲
し

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
語
り
継
ぎ
、
時
折
思
い
出
す

こ
と
で
、
彼
の
心
は
こ
れ
か
ら
も
生
き
続

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
小
西
巡
査
部
長
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完
―　

小西巡査部長の殉職碑。楠本橋付近国道沿い（＝
上写真）と二川区の城山神社参道（＝下写真）
にある。


